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SttldiesonSynerg･istforldsecticidesV1.0nthro Synerg)'sticAct)'On ofEgonol
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8･,農薬の共力剤に関する研究 (第6.朝)蚊承線香に放けるヒレT･1)ンに対するエゴ

)-ルの共力勅夷に裁て 松原弘泣 (京都大学イヒ学研究所武倍研究S.)27.2.29受理

蚊収税杏は除虫-茄の使用淡と㌧て311押独特のもので

あt).叉共の退仰 こ放て特典の燃焼反応を作ふもので

あるから,線香に於けるゴ帥 剤の作用は甚だ薮蛇ある

一間TTFBである｡

L新茶は pyrethrir)S及び egonolを艶附した蚊収

′~映杏弟諒に即 輔 軌 除朗 肋仙 粕及び egomileon一

一ce兎tr'ateを脚 ‡とりて練込んだ根杏を調潤し, イエ.

バェを川ひて夷の燃焼の落下仰庶効果を試険し .eg-

onolが pyrethrins.に対し英ソJ効火を示すのを祝賀`

したので此勉に報むするO

､f,7.5枚収税香燥鰍 トの有効]三成分･は少丑搾取 した

-pyrethrinsである恥 土光に苦闘･平岡,武即 '及び
- 長瓢 大平やたよって証明せられた処であるが.評者

･は pyrethrins~及び egonol況川1枚香の樹卦flに伐

TlとのCgOnOlを検UlL,両者が燃焼中で典力作川を冊

′̂_すも'のである部も証明する部が出来た｡∫

･臭 ､一枚 .-

Ⅰ.実験材料 I

,(1) 郵相紋締

(a) 供託51i剤 除虫-'/jJ'ェキスは棚 皮のものを使nJ
した｡共の pyrcthrin.q合:Tul(を A.0.A.C.耶7版 ･

I(10t''0)水銀iEiTq元淡によって'L'11.CLたy.湖はpyrethrinL
I6.56%,pyrethrjnIIi'J.2T.),Qi. totalpyrcthrト

nsll･78%であったO,C-gonolは工,'仙'1:紛化物から

/JIl班桃を3したも･ので,lhp117.0-118.00であろ｡

･(h) 掛 脚 荷 L-5tに長汎 肪札 閉*._･)(irEt',那

pyrCthrinh及び allcthrin 靭 け規律の研兜に放て

僻 目したものと同一のものでJ木椀･-k7%,たぷ勧3570'

-＼

水分12%の組成を和し.･-雀の禿畳は約 26.0g,燃

蚊時間は6時m40分のものであるII

(C) 糾す液及び玖即.ほ肺 の組成 除虫菊干キス及

び egonolの∵申 達をアセトンに桁解し 妨1裏の如

き組成の箆附液を耶J.G呈した｡アセトVは揮発し易く語

附用辞妹としては余り脳当でないが,egonolの満城

としてはアセ トy以外に過当の邦雄が掛 ･ので止むを

紹ず仕口ル た｡比の恥 r敵 こ素地を∵怨宛約1秒間水

平に浸訳してとり上げ穀粒で舵悦したO-塗附緑香に吸

収された希成分は孤1非に示す温L)である｡比の py-

rethrins の分析は絶て代田史朗氏によ1)水銀還元班

によって行ほれたものであt)I_egムnolt羊此色状に伐＼

った｡∫
･上衣に於て各班香問の由 付糾 -の1J･効成分ゐ比と旅

附映否に於けるそれとが7ri17'･開脚 こなt､のは.流附川

氾TF.Ti;価 を順次稀釈してmひたから,7セ 1tソが托作
中誘発し附 け椛がiP!lTF.となbた叫にT!;潤 するも.q)と瓜
はれる｡

(2).紋込松神

Y(a) 供試薬剤 除虫･Jjj痴主大F1本除虫'JJ3枚式金紙

製のもの七 pyrethrins冶iii･は 0.88%であL),∴除出

御仙相は pyrethrins含丑 0.07%であるOたぶ粉

は絹ILflのものを用ひた.cgonolconcentratelは糊

が蚊r;I.LT.1.･正エゴ油を-メタノー.)1才粗 いこよt)汲縮したも

ので.egon'ol'合出は肌 56%のものである｡

(1') 紋込税番のTi;刑況合托及び共の相成 杖込松

番岬 ll･'(血 231の甲 州介で悦料である肘 l'gJ軌 .

除虫-JJ･J'州tl柑及びたぷr'')を乳鉢小でよく況令.i,次に
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Tablel･′Thecornpositions-ofthesolutionfordippingandoE･80-calledcoating rno-●
squit6さideitlCenSC,swithpyrethrinsandegonol.

J-=T3iCornmophosquitocideinecnse .※※ Iねsis'forcoating I

lid..S'ieui2t'.CT dTiqnuc慧 ts:ofra､imaterialsfor･ml/Xlng and ofactiveIngredientsof､

･Pyrethrtlm_Ap(州det .I.g.PyrethrunleXtねttion ..residuum..g‥Tahtl''rPO-咋 er. _::Lg-FfgOnOllL.concentr.如e.fr

.'J . 2.2 ､.3.8 ∴4.0.- ･0.3 ノ

∴o∴ ,- -∴-6.OJJ., - 4.0 ..二 / ''.1.2-.I 1 .0.Oi l -2二0.0-_0.20.A.

lo 封.､∴ - - - - L.0.491..- -

53:･Com_momIWSquitocideinCCnSC ※･X/I3asis＼ ,

野tT"が稚むした炎冠と略同じものをmひたO.即 ちコ･Ll

てけ キヒダを挟んで円形の和げ･の底及蓋を有する忙抗
20clm 拓さ 43cml的脊拭約 13.51,)の肉捗れ判別符

で,′liBこは托径的J=JCm の円孔がちり7･tjtに迫nL+

るデム栓上に点.kした一道比の線香を松沓立に挑み快

＼

く柾にする..J

(2) 試扱方法 ` 一

光に長汎 抜其のがjWrT.'･した方法に よっLi=｡即ち

､～

J･-テル 5ccに桁解した egonolc'Oncentrateを加

へ全般に珍透せしめ後毒気中でエーテフレを揮散せしあ

'A!に水 lOccを加へてよく況増し税香押出器にて税香

とし,親 臨にて''''Z燥したものである｡試馳 こ供した令

fl1枚杏の組成は茄2-Jiの通 C)である. I

~Il.捜香の有効度試験方法

(1) 実換装mlti (

光に高野.上札 村沢,大野(l)及び碍野.村汎 火

∫.3日

＼/
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把比19土loのfTt氾鞘.･ftで供粥花山を前記n'lT･rTm-の

･L･瀬から村人し,-3:IニーSi址 の鵬 をJC･Q)i･準 lこ.I.I.(火

とT'llt籾こJlt矧 こ入れ燃地発輔せしめ‥供粥比dlが北川
不丁掛こFFit)肝 ド仰揺する偶作をプ馴r-tL紙数的ml附で約?.L!
訂己鎖し,32分にて-突放を終了する'Jftした｡一発料

につき 4-5回の突放を拙り出し･lE'CD約月王を兆許したO･

(3) 供粥昆虫 ･

刑死宝で立間抑増益と小変粉の糊を以て飼育したイ

エバェ muscadomesticdL･ の郷 ヒ後 4-5月のも

のを瑠 軌テ脚 獅 壷 JLt=L.:
(4)･燃焼のめ旺 一一

■-試執 事触 せしめる税香の丑は里 g とした｡
Ⅰ11.耳験結果

_イエバェに対する税雌 冊の落下仰腰効米の粥陵は

j邦け及概込紋杏ゐ二系列に分けて行った｡

･各班杏燃焼の処現時問 (分)Lと落下仰積率(形)との

田旅を来示すると節3衣及節4衣のiLlとである.

印ち FgOnOl料rtf披杏に於で egonol田川の場合/

は生地と同桂皮の軒 'p-仰虎牢を示し -egonol.ほ全く.

効果はないが py,rtt'hrin'?1=況mすると粥の効月抱 竹

Tablch3･-Thetime-percentknockdo､vn

iTiiZ
＼ヽ

＼

学 齢 lT,暁一 . -/.
/

逃し,A 塗附紘香では pyrethrinsの含量が Ic̀1nt-

rolである G 鮫杏の約 2倍であるので一応考慮外と/

すれば･紛糾 一に egor)olが pyrf_thrinsの 2･5-5

倍-IFfEする叫によ.)pyrethrinsの効力が約1:5倍に

将氾されろ叫となる.,

敗収税欄 酔いで pyrethrl'nsに対し egonolが

･jLfJJ効月王を流すのはcgムnolが一部燃焼中に揮散L'.

rr.]時に一部和歌1..た pJrCthrinsに共力効弟を苛すも

のではないかと考へられたから.W l脚 荷の粥等釦こ川 ､･

qた硝子円筒並びに丑及椛をなす約･7･板の内覗 く全内 ■

固執 ま約 333Ocn℡):杏-粥放矧 こ7セ ト./にて沈淋

し (金紋聴アセトン粁披約 1000cc) アセ ト･/を辞去

した勉アヤ トy向約分として O･2136g が和られた1.

･=九を潤抑 ソーダにて鹸化し,不敵化物をエーテルに

て柵月し..エーテル抑去後不鹸化物を氷酪酸に粥解し

嘩酸化水菜水を加へて;eFonol反応を試みたところ

陽性にて明かにego.notZ塵 鰍 llに抑放して来ている

EF,を認めた0兆のegonol今立を血色定鼓したととろ

1;09mgで egono149･25mg を合布した抹香 15g I
を燃焼した訳であるから,払暁 egonol.の2.21%が .

吋)le'ofadults【,Itl'1ccOmmollhouse-8y

bytlleSO-CalledCoatingmosquitocideincenseschargedwith pyrethrinsatldegonol.

-.Nb.of●experim由ts ･.5 二5. :,.5 . 5 _5､- .rj; ･5_-.- ∴5- (..5-

12 ー43.75 44.86 31.35' 7.62 llJ30 17.U3 2LI.41 ∴-74｣58.L14.16

Table4.･-Thetime-percent･lmockdowntableofadultsBfthecommonhousenyhy

themosqllitocideincenses､madeofpyrethrumpowerar)d pyrethrum cxtractionlrCSi･
メ

duummixed_Withegonolconcentrate･
./
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∴ 回収出来た事とな革.{勿論家蝿の体裁郵 こ附静したも√

･の或は沈潜せず試鎗終了後逸放した燥鰯のiitもかなL)

:あわ ､ら準は線香中から揮散した egohol ら̀姐ま.2･

' 2124よt)多いものと想像せられる｡

棟込視香に万年 も塗附粗密と略rJj様の詰架を得を｡

即ちe女onJol′の&.を況ちした松杏4)効力はco'ntrblで､

&'る除虫菊抽出粕のみ●の独香も東 の効力等しく,'_eg一

､,6nolを pyretl-1rinsの 5⊥羊0倍含布している K 及

蘇 .17 蚊

たこ故にegobolは税香の燃憶の際放出揮散し.蛇越＼
中に存在する ーbyr.ethrins と共力肘 Hを星するもの

と馳 よれるO.

_∴ fI.i塗附紘香の場合の-p.戸 thrinsに対する egonol

の共力作川が練込紋杏の*.合の夫れに比べて大TC･-ある

-の昼-,燥嘩巾人b揮散egon.ol虫卑;前者の切介筏薪よ

L)-大であるのによるもめと想像せられる｡

'木研究に当t)路治抑選筏な御指等並に細鞭蛇を脳づ

ぴ L紘杏では共力作月は 示しかrethriPS.の効力が

約1.2Iだに榔 良されをム'- ､ 一

戦朋流感:の切今 と同校に硝子円.%'の内壁等に沈着し ,

た旭他を7.七.1.I/l与て沈源し,可約分 0･0951gを得

たb･](･の中の egQP.Oliii-は 0･,21mgに七燃焼棟込税

塘 ユ･')･6g中の全 ■egonol157･5mgに対しては 0･18 1'＼__
･,Q'Q'に相当す る｡轍込松香の場合箆附祝香に比 べ て･

l,yrCthrinsに対する共力仰 34)如 墾 焼酎 へ掠

ik+ろegonol丑が少いのに依るものと想像せられるP

那,.lC.のIL;偶 とL七枚込祝香は共の氏が塗附税香の素 ･

他 こ比べて故知でjl.有効成分の分布が塗附の場令と卦 ,

:･)全般{ytこ均等に亘?ているあ､ら:紡癖 の燃焼の際緒 -

批する仙 こ大部分熱分1fllEを受けるにーよるものか′或は .,,

訊;付紙宙では cgonolを払雑の形態で迫FHLたが,轍 一.

込毛細 で特 cgonlol~con車 trate と癖 とトで迫川しい

た円.存伯珍態が大部分工不テル型であろのはよるも ･▼ /
のではTJ:いかと.呪はれる｡

二l･.池のイJ-対偶の考矧 ま-3･3炎及びIm4米の結月ミを1
log-probabilitypaperの上にプロットして. そこ'-

に描かれた:T･fTJ'h'回相似から推論したものである｡

L.I.J川れの試軌 こ於でも-1Til収の ,HL及び Q孤杏 (Ff]

-1L'.)に世故する技な効力がある班香を得る部が山水

なかったので･蚊榔 畑 に於でpy-rethrinsに対する

cR:OnOlのIin力な共力効果を求めるのは囚買掛C･'はない

かと-Ji'へられ匂｡.･ し

-: I-総 括 .

J,yrCFhrin占及び egonolを塗附したWr細部 慨 香

の効-)Jを杓刊 q紗flに於いてイエバエの落下伸ばする

I 遅速を和効旺判定のl旨班托 t.;て試扱したとごろ,cg0-

- nolは pyrethrinsに対して共-))効架を読し'甲on-

＼ Iol′冶;pyJethrins･03.5-5億 存在する時は pyre-

舛rins.の効力を約1･5笛に増強やる｡叉除虫菊Bi.防

虫菊抽出粕及び Jeg'ono!concentrate を混合して製

箪⊥た練込牧創 こ放ても同様に共力作用が認められ,

eg?nolが.pyrethrins の~5r lO . 倍 存 在 す る 時は

pyTet-1Irins 甲 効 力 を 約 1 ･ 2 静 二 桁 強 す る ｡
- /

家 鳩 の 落 下 仰 庶 試 漁 に 位 朋 し た 柑 1 ･円 筒 及 び 硝 子 版:.

の 内 職 こ沈 新 L た 煙 嘩 中 に 放 畳 の -eg o n oI L を 検 Lh L

嘩 居三吉教挽 些物試故に争声の御題助を掛 ､た長

沢時夫氏並に除虫菟脱料及製品の分析を軌 ました旺由

史朗氏に夷々厚 く感謝する｡
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Resume∴

In the'.glass･与ylinderexperirmentsusing

adultsofthecommQnhouse-tli,syncrgistjc

action.ofcgonolwithpylethrinsv_;lS.aSCCrt･1
aimed-inso-calledcoatingmosquitocidein血 一二

SechargedWithmaterialsmentionedalJove.

･lncaヲeWhen'thcquantityofcgonoli･S'･'15-

5timesaspluChasthatofpyrctllrins)'thc

effectiyeness▲ofpyrcthrinsisfoundtoincrcasc⊆i,

abo叫 1.5timci-th血 otherwise.

Andal畠o･･inthemosquitdcideincens_Cmade
offpyrethrumpowderahdpyrethrum extrac-

tionre'siduum mixedwithegonol10nccntrate,

egor_olisfoundtoactas･synerTkistforpyre-

thJrins;ifegonolexists16-1Qtime三･asmuchas

pyieTth,ins,theeffectiven.essofthelatte.･in-I

crc,asestoaboutl･2times･I-.

inthesmokeofboth mosquitocideincenses

IYhichlYaSdepositedtiponth占inncrlVallof

theglasscylindらr.Therefore.itseemsthata

smallquantity 6fegonolvaporizesintotllC

?mokeintheprocessofconbu主tionanditacts

assypergistfor′pyerthri'ns･


